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ネット環境の現状とDCA資格の目的 

 DCA資格の目的はインターネットの総合的な信頼性確保 
 
インターネットの安心・安全な利用のための基礎能力が重要に 
スマートフォンやソーシャルメディアの急速な普及で、炎上・ネット依
存などの問題が増加 
マルウェアやサイバー攻撃の巧妙化 

 
技術的信頼性と社会的信頼性の両面をカバー 
 i コンプライアンス、ネットワークリテラシー、インターネット＆デジタ
ルコンテンツテクノロジーの3分野の能力（知識ドメイン）を認定 
 

インターネットの 

社会的信頼性 

（法令順守･倫理性･信憑性等） 

インターネットの 

技術的信頼性 

（速度･確実性･描写能力等） Credibility 
総合的なインターネット 

の信頼性 
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DCA資格とは 

インターネットのクレディビリティを確保するための認定
制度 
 
２年前から参加大学と共に制度開発を行っている 
 
I-ROIが認定する、インターネットを安心・安全に利用するための
態度や知識、技能を身に付けることを目的とした資格 

 
資格は3級から1級までの段階があり、以下の知識・能力を認定 
3級 ユーザー向けの基礎知識 
2級 特定サーバー管理者*などのための実務知識 
1級 コンサルタントやインストラクターに相当する高度な能力 
 
＊DCA2級のプログラムでは、「インターネット環境整備法」の定める「特定サーバー管
理者」になりうる知識・能力を認定する 
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Digital Contents Assessor 

DCAコンソーシアム参加校 
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DCA資格制度の基本的な考え方 

一般社団法人インターネットコンテンツ審査監視機構 
 

理事 齋藤 長行 
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DCA資格の全体像 

DCAとは 
 

iコンプライアンス 

インターネット＆ 
デジタルコンテンツ 

テクノロジー 

ネットワーク 
リテラシー 

クレディビリティ
の回復 

DCAの 
知識ドメイン 

DCAのミッション 
  

 シビルソサエティ原理によるコントロールで
Webサイトの健全性を維持 

 安心安全なインターネットの実現と信頼性の
回復 

 デジタルコンテンツを適切に利用・運用できる
人材 

 「ユーザー」の育成と「特定サーバー管理者」
人材の育成・排出 

DCAコンソーシアム 

3つの知識分野をバランスさせてインター
ネットの社会的信頼性の回復を目指す 

江戸川大学、大阪学院大学、 
近畿大学、中央大学、日本大学、 

明治大学、流通経済大学 

（参加予定及び検討中） 
2学部に拡大 

DCA 
コンソーシアム 

京都コン 
ピュータ学院 

青山学院 
大学 

埼玉工業 
大学 

千葉商科 
大学 

東京工科 
大学 

東北福祉 
大学 

日本電子 
専門学校 

社会人向けエク
ステンション開講 

大学院として参加 
工学部全体に拡大 

全学部に拡大 

副専攻コース設置 

2014年 
20校を目標 

H25 

・29名に3級資格付与 

H26 
・標準教科書発表 

・2,000名付与見込 

H27 
・2級資格開始 

H25年度DCA3級授与式と将来計画 
 

千葉商科大学授与式 

青山学院大学授与式 

DCA資格証 
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DCAの知識ドメイン 

 
・インターネット環境整備法と関連条例 
・インターネット関係法令 ・インターネットと企業法 

・インターネットと肖像権 ・インターネットと著作権 

・インターネットと知的財産権 ・個人情報保護 

・インターネットと法的課題 ・社会通念の遵守 

・インターネットの規範意識 ・情報モラル ・ネチケット 

・有害情報対策 ・コンテンツの健全性維持 

・ネットの安心安全利用 ・情報倫理 ・情報安全 

ｉコンプライアンス 

 
 

・インターネットテクノロジー 
・コンテンツテクノロジー 

・ソーシャルメディアテクノロジー 

・クラウドサービス ・モバイルインターネット 

・CGM（コンスーマジェネレーテッドメディア) 

・UGC（ユーザージェネレーテッドコンテンツ 

・情報セキュリティ  ・情報の科学的理解 

インターネット＆デジタル
コンテンツ テクノロジー  

・ソーシャルメディアコミュニケーション 
・デジタルコンテンツクリエイション 
・オンラインコミュニティ 
・ネットワークコミュニケーション 
・情報社会に参画する態度 
・情報活用の実践力 ・情報の発信力  
・情報の編集 
 

ネットワークリテラシー 
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青少年のネット安全利用の政策動向に合致 

OECDのネットリスク分類（H23） 

OECD 
H24.2 

 
インターネット上の 
青少年保護勧告 

リスクリテラシーの
体系化 

ILAS 
H24.3 

 
青少年のインターネット 

リテラシー指標 

現代的インター
ネットリテラシーを

加味 

DCA 
コンピテンシー 

H24～ 
 

OECDの国際指標に準拠 
したリスクリテラシー 

＋ 
国内の情勢に対応した 

ネットリテラシー 

〔 特 長 〕 
インターネットのリスク体系を抜本的に整理した国際動
向を反映させ、大学教育のカリキュラムに落し込んだ 

ILAS：リスクリテラシーの整理 

国内の状況も反映 教科「情報」のインターネット
リテラシー 

不適正利用 
リスク領域 

プライバシー・ 
セキュリティ 
リスク領域 

安全倫理 
領域 

情報活用 
領域 

違法・ 
有害情報 
リスク領域 DCA 

コンピテンシー 

DCAコンピテンシー 

リスクリテラシー 

ネットリテラシー 

ILASの中分類を再配分 

I-ROIのネットリテラ 
    シーを再配分 

3つの大分類 
・ 

7つの中分類 
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青山学院大学 
授業科目 

 
 
 

「インターネットの 
法的課題」 
「モバイルコミュニ
ケーション」 



授業科目とコンピテンシーの対応 
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コンピテンシー内容
情報と

社会

ｿｰｼｬﾙﾒ

ﾃﾞｨｱ論

ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ論

情報ﾈｯﾄ

ﾜｰｸ論

情報

社会学

情報

倫理

ｲﾝﾀｰﾝ

ｼｯﾌﾟ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞ

ｻﾞｲﾝ実習

Webｻｲﾄ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ

福祉ﾎﾞﾗ

ﾝﾃｨｱ論

著作権等
○

2講

○

12講

○

8、15講

肖像権
○

3講

犯行予告
○

2,11講

○

8講

出会い系サイト
○

2,11講

○

10講

公序良俗に反す

るような情報

○

9講

○

12講

成人向け情報
○

12講

インターネット上で誹謗中傷を受け

た場合、適切に対応できる。また自

らは他者を誹謗中傷しないよう努め

ることができる。

誹謗中傷
○

11講

○

7、11講

匿名SNSで知り合った人に対して、

適切にコミュニケーションをとること

ができる。

インターネットに情報を発信する際

に、自分自身の個人情報、または個

人情報を類推、補完する情報の有

無を識別できる。

匿名ＳＮＳ
○

8講

○

4～6講

○

3、14講

○

10講

実名SNSで公開する自分自身の情

報を適切に判断できる。
実名ＳＮＳ

○

8講

○

4～6講

○

3、13、14講

○

10講

チェーンメールや迷惑メールに適切

に対応できる。
迷惑メール

○

8講

○

9講

○

4講

モバイル端末とそのアプリケーショ

ンを安全に利用できる。
アプリケーション

○

10講

○

2,4講

詐欺
○

6講

○

8講

不適正製品等の

販売

○

5講

モバイル端末や課金制サービスを

利用する際、通信料やサービス料金

が過大にならないよう配慮できる。

過大消費
○

12講

○

13講

○

11講

インターネットやモバイル端末に依

存しすぎず、適切に利用できる。
依存

○

12講

○

13講

○

11講

D
C
A
コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

違

法

・

有

害

情

報

リ

ス

ク

領

域

インターネットを利用する際、違法と

なる振る舞いをしない。

インターネットで青少年にとって有害

な情報に接触したときに、適切に対

応できる。

不

適

正

利

用

リ

ス

ク

領

域

オンラインでの取引で、トラブルを招

かないよう振る舞うとともに、トラブル

が起きた時には適切に対応できる。

コンピテンシー

項目

科目名　　(副専攻「DCA3級取得課程科目」) その他関連科目

分類

東北福祉大学の 
対応表例（部分） 



DCA資格の３段階について 

級 知識・能力の程度 適する職業等 

１級 DCA資格認定研修の講師、 

企業の情報コンサルタント
のレベル 

1. 情報コンサルタント 

2. ＩＣＴ産業、ソフトウエア産業の
幹部職員 

２級 ３級を取得した人もしくは現
在情報産業に従事している
人がさらなる研修を受けて２
級を取得する 

情報とネットワークを扱う職
業の人に推奨 

1. 企業の特定サーバー管理者 

2. 出版産業、メディア産業に所属
する者 

3. 教員や公務員もこの資格を取
得することが望ましい 

３級 大学や専門学校で取得可
能 

インターネットを扱う最低限
度の知識と能力 

1. ＩＣＴ業界および情報産業系の
企業に就職する学生には推奨
の資格 

2. 教員・公務員も推奨 

Copyright © I-ROI All Rights Reserved 2014  10 



DCA資格の関係性 

ＤＣＡジュニア 
ＤＣＡ３級 

ＤＣＡ２級 

ＤＣＡ１級 

組織のマネージャ
として安心安全な
Webサービスを運
用し管理する 
 
DCA教育の講師

やインストラクター
を担当 

Webサービスの 
マネージャとして
安心安全な情報 
を発信し、特定
サーバー管理者
業務を実践する 

ユーザーとしてイ
ンターネットを安心
安全に利活用する 導入レベルのユー

ザーとしてインター
ネットにリスクが有
ることを理解する 

対象 
 小・中学生 

対象 
 高校・大学生 
 専門学校生 

対象 
 社会人、大学生 
 大学院生  
  

対象 
 業務経験を有す
る社会人 

Ｈ２６ 教材開発中 

Ｈ２５ 科目認定開始 

Ｈ２７ 教材開発 
体験活動実施 

Ｈ２８ 体験活動実施 

科目認定参加校増 
認定数2000名予定 

Ｅラーニング開講 

資格試験開始 

制度設計開始 
標準教科書作成 

科目認定開始 

Ｅラーニング開講 

制度設計開始 

資格付与開始 

今
後
の
計
画 

お兄さん・お姉さん 
視点での 
ファシリテーション 

専門家視点での 
インストラクション 

現場視点での 
インストラクション 

基礎となる 
ユーザーリテラシー 

を身に付ける 

体系化された 
ユーザーリテラシー 

を向上させる 

体系化された知識 
に裏打ちされた実務 

を実践できる 

安心安全なWeb 
を経営レベルで 
実践できる 

DCA資格全体で、多層的にインターネットの信頼性を回復 
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DCA取得者 

大学等 
を通じた 

DCA3級資格
取得者 

 
（大学生など） 

それ以外の
ルートの 

DCA3級資格
取得者 

 
（学生・社会人） 

ネットリテラシーを持つ者 

DCA3級資格 
取得者を排出 

 
 
 
 
 
 
 

自治体 
上記自治体に対し、I-ROIが首長・議員・その他 
行政職員などに意見交換やヒアリングを実施 

草加市 

DCAコンソーシアム（大学）と高校との連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

DCAコンソーシアム（大学等） 

東北福祉
大学 

京都コン
ピュータ
学院 

青山学院
大学 

埼玉工業
大学 

千葉商科
大学 

東京工科
大学 

 
 
 
 

青少年 

高校生 中学生 神奈川県 

小田原市 厚木市 

自治体のメリット 
①I-ROI 会員とし
て健全性認定を取
得し安心安全なサ
イトを運営できる 
②実際のスマホの
利用状況に即した
適切な指示ができ
る 

I-ROI  

現状は指導者が不足 

青少年への指導者
を探したい・・・ 

子どもの利用状況に即した
指導ができない・・・ 

安心安全なサイトの
運営をしたい・・・ 

保護者 
適切な指導をしてほしい 

指導員 × 

学生のDCA有資格者
の活躍の場を整備 

子どもたちのリスク回
避能力育成に寄与 

DCA3級を取得した学生が「お兄さん・お姉さ
ん」として子どもの視点で中高生にネットリテ
ラシーを指導（ファシリテーション）する 
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DCAコンソーシアム参加校の取組み 

大学等の授業を履修することで学生が資格取得できる 
 
DCA資格取得に必要なコンピテンシーを授業科目に対応させ、そ
れらを学生たちに学習させることで、授業修了者が資格認定証を
取得できる 
3級の場合、35のコンピテンシーを授業内容でカバーする 
単一の授業ではなく、複数の授業群でカバーする方法も可 
 

新規コースの設置のケース、既存のカリキュラムの活用のケース 
東北福祉大学のケースでは、「副専攻」の設置と同時に導入し、DCA
資格に合わせてカリキュラムを再編成 
千葉商科大学のケースでは、既存の授業群で大半のコンピテンシー
をカバーするかたちでのDCAカリキュラムを構成 

 
2014年6月、学生に資格認定証を授与を開始 
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